
令和４年第４回定例会　議案の概要

第４回定例会
（会期：令和４年12月５日～12月22日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…４件　●予算案…６件　●承認案…１件　●同意案…１件
●その他…23件　●委員会提出議案…１件　●議長発議…１件
（　●全会一致可決…35件　●賛成多数可決…２件　）

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

【表決が分かれた議案名】
議案第148号　財産の取得について

議案第167号　職員の給与に関する条例等の一部改正について
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※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのQRコードからご覧いただけます。
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Town＆Gown構想の推進に関する決議（抜粋）
　本市は昭和49年４月の市制施行以来、全国的にも注目される成長都市となったが、
特定の産業に依存する産業構造や学生・若者の低い市内就職率、周辺地域の高齢化・
過疎化による活力低下などの課題を抱えている。
　Town＆Gown構想は、これら山積する行政課題を解決しつつ、市と広島大学が一
体となってまちづくりを進めていく取組みであり、全市を挙げて注力していく必要が
あると考えるため、次に掲げる事項について強く求める。

１ 　様々な部門の職員が本構想を理解し、日常業務の中で市民の暮らしにくさを課題
として認識し、積極的に解決していこうとする姿勢が不可欠であるため、職員の意
識改革、育成を進め、全庁的な推進体制を構築すること。また、地域課題を抽出・
集約し、大学や民間企業が持つ知見・最新技術をその解決に最大限活かすための仕
組みを構築すること。

２ 　構想の推進に当たっては、適宜取組みの進捗やまちの変化等について、地域の声
を聴きながら検証を行い、構想が掲げる将来像との乖離が生じた場合には、構想の
修正を行っていくこと。また、環境負荷の低減を目指すスマートシティの取組みは、
最新の技術により最大の効果が得られるよう、検証を繰り返しながら着実に取組み
を進めていくこと。

３ 　本構想を実現するためには、取組みに参加する全ての企業や団体が理念やビジョ
ンを共有し、一体性を持った取組みとして強力に推進していく必要がある。これら
理念やビジョンに基づき取組み全体をコーディネートする存在を明確に位置付ける
こと。

４ 　構想に関わる全ての企業や団体が、地域住民や既存の事業者と信頼関係を築きな
がら事業を推進していくよう努めること。あわせて、多くの市民がデジタルサービ
スの恩恵を受けることができるよう、高齢者など、デジタルに不慣れな市民がサー
ビスを利用したくなるような仕掛けを講じること。

以上、決議する。

※Town＆Gown　　  欧米の大学立地都市を参考に、タウン（街）とガウン（学生や教授たち）と
が一体となったまちづくりを目指すため、広島大学と東広島市が連携を図り
ながら、持続可能で魅力的なまちづくりを進める取組み。
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